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 児の腸内細菌叢は母親の常在細菌叢を第一のソース（源）として定着

する。この点で、母体腸内細菌は母子を結びつけるリンクの 1つである

と言える。さらに、子の腸内細菌叢の定着に影響を与える非遺伝的因子

としては、出産様式（経膣分娩か帝王切開による分娩か）、授乳様式（母

乳か乳児用調合乳か）、妊娠期感染症、妊娠期の母体ストレス、母親の妊

娠期高脂肪摂取などが知られる（栃谷史郎、2017）。そのため、児の発達

への特定の環境要因の作用メカニズムの研究においても腸内細菌叢は重

要な観点であると言える。 

我々は周産期に母体の健全な腸内細菌が子の中枢神経系の発達にどの

ような寄与をするかを明らかにすることを目的に「周産期母体腸内細菌

撹乱モデル」を作成した。妊娠マウスに対し、妊娠 9日目から 16日目に

かけて非吸収性抗生剤を飲水投与し、母体腸内細菌を撹乱した。腸内細

菌撹乱を受けた母マウスに仔を養育させ、生後 4週において仔マウスに

対して行動実験を行った。行動実験の結果、腸内細菌撹乱群の仔は通常

生育環境下での低活動、新奇環境下での低活動、新奇環境下において壁

沿いを好む空間嗜好性を呈すことが明らかになった。さらに生後 7-8週

において同様の行動実験を行うと、壁沿いを好む空間嗜好性は引き続き

観察された。このことは腸内細菌撹乱群の仔の神経発達において何らか

の器質的変化を生じ、その結果長期にわたる行動の変化が観察されたこ

とを示唆する。そこで、どの時期に器質的な変化が生じたのかを明らか

にするために仔交換実験を行った。生後 1日目に腸内細菌撹乱群の子を

対照群の母マウスに預け、養育させると、生後 4週において正常な（対

照群の仔と同様の）行動を呈すようになった。一方、対照群の仔を腸内

細菌撹乱群の母マウスに養育させると生後 4週において通常環境下にお

ける低活動、新奇環境下における低活動、空間嗜好性を呈した。これら

の結果は妊娠期の腸内細菌の攪乱が胎児期の脳発達ではなく、出生後の

仔の脳発達に影響を与え、仔の行動変化が生じることを示唆する

（Tochitani et al., 2016）。周産期母体腸内細菌攪乱は母体の生理変化、

仔への常在菌の垂直伝搬の撹乱などを引き起こす可能性があり、これら

が仔の脳発達の変化の基盤となる可能性がある。この妊娠期腸内細菌撹

乱モデルにおいて何故仔の行動に変化が生じるか、そのメカニズムを詳

細に明らかにすることで、児の脳発達における腸内細菌叢の役割の全体

像を解明できると考えている。 
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